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2008年 6月 に発生 した「秋葉原無差別殺傷事件」は改めて、

親、周囲の大人たちと思春期の子 どもとの関わり方に大

きな警鐘を鳴らしました。この数年、思春期問題を背景

とする事件が連続して起きています。「辛かったねえ」「苦

しかったねえ」 といった愛情のある声かけがあれば、抑

止できたかもしれない、これらの事件。この作品は実際

の事例をもとに、思春期の子 どもと向き合うために何が

求められているかを提言するものです。

事例 1 「不登校をなじられ暴力へ」

博一 (16)は 中学まで成績優秀でスポーツも万能。 しか し、

名門進学校に入学してから成績が落ち、不登校気味になる。父、

将夫と母、弘美は、博一を中学の頃のように叱咤するが、博

一は部屋にひきこもりがちになり、学校へ行かせようとする

弘美に暴力をふるう。それは暴力を咎めた将夫にも。博一の

暴力で初めて教師に相談。スクールカウンセラーのアドバイ

スをもらい、弘美は苦しんでいた博一の気持ちを推 し量れな

かった自分たちの子育てのあり方を反省する。

事例2 F非行行動を上‐めたものJ

優花 (15)は 朝帰 り。外泊を繰 り返 していた。だが、それを

咎めない母、咲子。咲子は離婚 して、仕事にのめりこみ、優

花を煩わしいと感 じていた。優花は両親の離婚は自分が原因

なのではという不安を抱え、母親に愛されたいと思いながら、

それがうまく表現できない。優花が警察に補導され、担任 と

話 し合った咲子は、日常のさりげない挨拶からや り直そうと

する。優花もその姿勢に心を溶かしていった…。
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